
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材・教具名 『型はめ』 

製作の目的 

型枠１つに型が１つの１対１対

応の型はめができるようになった

児童に、選択肢のある型はめを製

作した。 

児童の視野に教材が収まるよう

大きさに留意した。枠が違うと型

が入らないため、再度教材を注視

したり隣の正解となる枠に注目し

たりすることができる。 

 


